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紹
　
介

金
水
敏
編
著
『
よ
く
わ
か
る
日
本
語
学
』
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本
書
は
「
や
わ
ら
か
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
・〈
わ
か
る
〉
シ
リ
ー
ズ
」
の
一
冊
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
。
三
十
名
の
執
筆
者
に
は
、
本
学
会
会
員
お
よ
び
本
学
関

係
者
が
多
く
含
ま
れ
、
紹
介
者
も
そ
の
一
人
で
は
あ
る
が
、
一
読
者
と
し
て

本
書
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
紹
介
す
る
。

本
書
の
特
徴
の
一
つ
は
構
成
に
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
に
続
く
各
章
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。「
第
1
章 

日
本
語
の
定
義
」「
第
2
章 

音
声
・
音
韻
と
表

記
」「
第
3
章 

形
態
論
」「
第
4
章 

語
彙
論
」「
第
5
章 

統
語
論
・
文
の
意

味
論
」「
第
6
章 

文
章
・
文
体
・
表
現
論
」「
第
7
章 
言
語
行
動
・
社
会
言

語
学
・
応
用
日
本
語
学
」「
第
8
章 

日
本
語
の
歴
史
」
で
あ
る
。
第
1
章
に

て
ま
ず
、
日
本
語
の
地
域
差
と
世
界
に
広
が
る
多
様
な
話
者
・
用
法
、
近
隣

言
語
（
中
国
語
、
朝
鮮
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
ア
イ
ヌ
語
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ

ア
諸
語
な
ど
）
を
示
す
こ
と
で
、
日
本
語
と
そ
れ
に
関
す
る
学
問
領
域
の
持

つ
広
が
り
を
、
第
2
章
以
下
を
読
み
進
め
る
前
に
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
統
語
論
、
広
い
意
味
で
の
位
相
、
日
本
語
史
の
内

容
の
充
実
で
あ
ろ
う
（
ほ
か
の
項
目
が
充
実
し
て
い
な
い
わ
け
で
な
く
、
他

書
と
の
比
較
に
よ
る
）。
統
語
論
の
小
項
目
に
は
、
統
語
論
概
説
、
語
順
と
か

き
混
ぜ
・
省
略
、
主
節
と
従
属
節
、
条
件
節
、
連
体
修
飾
節
・
準
体
節
、
格

と
格
助
詞
、
主
題
・
焦
点
、
動
詞
文
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
文
、
名
詞
述
語

文
、
取
り
立
て
、
受
身
文
、
自
発
・
可
能
、
使
役
文
、
ア
ス
ペ
ク
ト
、
テ
ン

ス
、
ム
ー
ド
・
モ
ダ
リ
テ
ィ
、
終
助
詞
と
文
末
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
疑
問

文
の
十
九
項
が
立
て
ら
れ
て
い
る
（
個
人
的
に
は
、
編
著
者
で
あ
る
金
水
敏

氏
が
本
書
企
画
以
前
よ
り
、
統
語
論
の
重
要
性
を
説
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
）。
ま
た
、
位
相
は「
社
会
的
集
団
や
階
層
、
あ
る

い
は
表
現
上
の
様
式
や
場
面
そ
れ
ぞ
れ
に
み
ら
れ
る
、
言
語
の
特
有
の
様

相
」（
一
一
二
頁
）
と
い
う
日
本
語
学
独
特
の
意
味
で
使
わ
れ
る
用
語
で
あ

る
が
、
こ
の
語
を
使
い
な
が
ら
二
〇
一
〇
年
代
以
降
開
拓
さ
れ
て
き
た
「
役

割
語
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
方
言
」
な
ど
が
立
項
さ
れ
て
い

る
。
第
8
章
の
「
日
本
語
の
歴
史
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
章
の
内
容
、
た
と
え

ば
統
語
構
造
や
位
相
が
、
長
い
縦
軸
（
通
時
）
の
層
を
持
っ
て
変
化
し
て
き

た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ま
で
の
横
軸（
共
時
）を
中
心
と
す
る
内
容
か
ら
、
本

書
を
立
体
的
に
見
せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書
が
「
日

本
語
の
定
義
」
の
「
標
準
語
・
共
通
語
」
に
始
ま
り
、「
日
本
語
の
歴
史
」
の

「
標
準
語
の
誕
生
」
で
終
わ
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。

各
項
目
は
、「〈
わ
か
る
〉
シ
リ
ー
ズ
」
に
共
通
す
る
実
例
と
図
版
の
豊
富

さ
に
加
え
、
国
内
外
の
理
論
や
近
年
の
研
究
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
初
学
者

に
と
っ
て
は
日
本
語
学
が
「
よ
く
わ
か
る
」
と
い
う
よ
り
、「
も
っ
と
知
り
た

く
な
る
」
教
科
書
だ
と
思
わ
れ
る
。
数
例
だ
が
具
体
的
に
あ
げ
る
と
、
日
本

語
と
他
言
語
と
の
接
触
か
ら
生
ま
れ
た
混
合
言
語
（
ク
レ
オ
ー
ル
）
に
つ
い

て（「
日
本
語
の
方
言
・
日
本
系
言
語
」、
十
一
頁
）、
現
代
共
通
語
の
話
し
言

葉
と
書
き
言
葉
と
で
、
述
語
と
項
の
定
ま
り
方
が
大
き
く
異
な
る
こ
と（「
格

と
格
助
詞
」、
七
四
～
七
七
頁
）、
教
育
の
場
に
お
い
て
、
現
代
、
複
数
種
類

の
五
十
音
図
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
手
が
か
り
に
、
日
本
語
に
つ
い
て
の
気
づ
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き
を
促
す
例
（「
国
語
教
育
」、
一
三
八
～
一
三
九
頁
）
な
ど
が
、
日
本
語
史

を
専
門
と
す
る
紹
介
者
に
は
興
味
深
か
っ
た
。
日
本
語
学
の
教
科
書
は
数
多

く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
最
新
の
研
究
動
向
を
知
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
手
に

と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
四
年
七
月
、
一
九
三
頁
、
二
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
き
し
も
と
・
え
み
　
本
学
教
授
）
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